
 

 

CFI ニュースレター C2024-02 「イエスの涙」 

 

[今⽉の聖書] 

その後、まもなく、ナインという町へおいでになったが、弟⼦たちや⼤勢の群衆も⼀緒に⾏った。町の⾨に近づかれると、

ちょうどあるやもめにとって、⼀⼈息⼦であった者が死んだので、葬りに出すところであった。⼤勢の町の⼈たちが、その

⺟に付き添っていた。主はこの婦⼈を⾒て、深い同情を寄せられ、「泣かないでなさい」と⾔われた。そして、近寄って棺

に⼿をかけられると、担いでいる者たちが⽴ち⽌まったので、「若者よ、さぁ、起きなさい」と⾔われた。すると、死⼈が

起き上がって物を⾔い出した。イエスは彼をその⺟にお渡しになった。(ルカ 7: 11 -15) 

さて、イエスが⾏ってごらんになると、ラザロは既に 4 ⽇間も墓の中に置かれていた。…………マリアは、イエスのおら

れる所へ⾏ってお⽬にかかり、その⾜元にひれ伏していった、「主よ、もしあなたがここにいて下さったなら、私の兄弟は

死ななかったでしょう」。……イエスは涙を流された。……イエスはまた激しく感動して、墓に⼊られた。それは洞⽳であ

って、そこに⽯がはめてあった。イエスは⾔われた、「⽯を取りのけなさい」。……イエスは彼⼥に⾔われた、「もし信じる

なら神の栄光を⾒るであろうと、あなたに⾔ったではないか」。⼈々は⽯を取りのけた。……こう⾔いながら、⼤声で「ラ

ザロよ、出てきなさい」と呼ばわれた。すると死⼈は⼿⾜を布で巻かれ顔も顔おおいで包まれたまま、出てきた。 

(ヨハネ 11: 17-44) 

いよいよ都の近くに来て、それが⾒えた時、そのために泣いて⾔われた、「もしお前も、この⽇に平和をもたらす道を知っ

てさえいたら… .しかし、それは今お前の⽬に隠されている」。(ルカ 19: 41.42) 

キリストは、その⾁の⽣活のときには、激しい叫びと涙とをもって、ご⾃分の⼒から救う⼒のある⽅に、祈りと願い等を捧

げ、そしてその深い信仰のゆえに聞き⼊れられたのである。(ヘブル 5: 7) 

 

 お元気でお過ごしでしょうか。今⽉は「イエスの涙」と題して､キリストのうちに表された神の愛について思いめぐらし

てみましょう。「神は愛である」(第⼀ヨハネ 4: 16)という⼒強い⾔葉は、「しかしまだ罪⼈であった時、キリストが死んで

くださったことによって、神は私たちに対する愛を⽰されたのである」(ローマ 5: 8)との御⾔葉によって⽴証されました。

「私たちのために死んで下さったキリスト」とはどのようなお⽅なのでしょうか。聖書の膨⼤な記録の中から「イエスの

涙」に⽬を留めてみましょう。ルカによる福⾳書７章のナインのやもめに

向けられたまなざしには「涙」は記録されていませんが、イエスの⼼の動き

が豊かに表現されています。①深い同情 compassion ②共にいるお⽅

companion ③⼼を注ぎ出して愛を与えるお⽅ consecration。そして「涙」

は、ラザロの復活において、滅びゆくエルサレムの都のために注がれたの

です。それはご⾃⾝のための嘆きの涙ではなく、私たちを救おうとする愛

の涙でした。そこに神の御⼦の「救いの⼒」があります。このイエスがあな

たの前に⽴っておられます。信じてお頼りしましょう。祝福をお祈りいた

します。 

 

 

 



 


